
0

1 頁平成21年11月25日  10時01分  作成

02 総務費

01 総務管理費

09 企画費

総合政策課

作　成　者：財政課　３（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

501000000

007435

059

00

0

00

中海市長会 活力みなぎる米子

地域間交流の推進

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

0000108,491

108,491108,491115,2826,791

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 108,49119 108,491負担金補助及び交付 国庫 02 01 01 010
地域活性化・経済危機対策臨時交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

化・経済危機対策臨時交付金を事業主体となる中海市長会に支出するもの。

中心市に割増交付される地域活性化・経済危機対策臨時交付金を原資とする、

を実施
救急病院等の診療機能強化に対する支援、観光振興、ネットワーク強化にかかる事業
②事業効果

定住自立圏形成協定に基づく事業を実施するため、中心市に割増交付される地域活性
①事業の概要

　　　圏域内のバスの接続状況等の調査委託　　　　　
　　　管内図、都市計画図の作成
　４　その他
　　　外国語パンフレット作成、外国語看板の設置など
　３　圏域の観光振興
　２　学校給食に圏域の特産食材の使用
　　　鳥取大学医学部附属病院、松江市立病院、安来市立病院
　１　保健医療を担う病院への支援

（中海圏域の定住自立圏の形成協定にもとづき中海市長会が実施する事業）

中心市から中海市長会に負担金として支出する。
中海圏域の定住自立圏の形成協定に基づく連携事業を効率的に実施するため、

地域活性化・経済危機対策臨時交付金　　108,491千円

会計 001 一般会計 02款 01項 09目 05900000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  22時48分  作成

02 総務費

01 総務管理費

09 企画費

総合政策課

作　成　者：財政課　３（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

501000000

050187

157

00

0

00

市民満足度調査事業（緊急雇用対策） みんなのための市役所

市民との協働

市民に信頼される市役所づくり

『市役所』がいきいき

0

0001,7260

1,7261,7261,7260

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 1,7264 171共済費 都道 02 07 01 003
7 1,045賃金 緊急地域雇用創出特別交付金
11 92需用費
12 418役務費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

足度調査を実施する。

緊急雇用創出事業を活用、臨時職員3名を雇用し、アンケートの発送及び集計業務を

　２　実施時期　平成22年2月上旬
　１　実施方法　郵送方式　無作為抽出3,000件（有効回答数　1,200件程度見込）

本市の行政活動に対する市民の満足度を調査し、現状分析を行う必要があるため、市民満
平成22年度から実施予定の政策施策評価では、総合計画に掲げた数値目標達成度の測定や

　　新規雇用の失業者の割合　100％
　　雇用予定期間　　　　　　平成22年1月18日～同年3月31日　

行なう。

緊急地域雇用創出特別交付金　１,７２６千円（県補助　10/10）

会計 001 一般会計 02款 01項 09目 15700000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月13日  19時34分  作成

02 総務費

01 総務管理費

13 公害対策費

環境政策課

作　成　者：財政課　４（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1002000000

049417

060

00

0

00

地球温暖化対策事業 ゆとりある心豊かな米子

豊かな自然環境の保護と活用

人と自然が共生するまちづくり

『自然』がいきいき

0

2,400004,8000

7,2007,2009,6002,400

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 4,80011 需用費 都道 02 01 01 042
12 役務費 住宅用太陽光発電導入促進事業補助
15 工事請負費
18 備品購入費
19 7,200負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

行う。
　温室効果ガスの排出量削減について、民主党の鳩山政権は、国連総会において京都議定

（１）事業計画

化を急いでおり、地方公共団体においても早急な対応が求められているところである。
量削減は至上課題となっている。とくに民生（業務・家庭）部門において国はその対策強
値（２０２０年までに１９９０年度比２５％削減）を明言した現在、温室効果ガスの排出
書の目標値（２００８年～２０１２年で１９９０年度比６％削減）をはるかに上回る目標

べく、市民を対象に、新エネルギーの一つである太陽光発電システム設置費の一部助成を
　地球温暖化対策として、省エネルギー対策の一環である新エネルギーの導入促進を図る

　　　　
　　今年度総件数を80件（9,600,000円）とする。
　　6月補正の20件分（2,400,000円）に60件分（7,200,000円）を追加補正し、
（２）補正額
　　ムを設置する者に対し、１ｋＷ当たり３万円（上限１２万円）を補助する。　
　　自ら居住する市内の住宅等（店舗・事務所併用住宅を含む。）に太陽光発電システ

（１）財源内訳
　　　一般財源及び県支出金（１／３一般財源　２／３県支出金）

会計 001 一般会計 02款 01項 13目 06000000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  16時43分  作成

03 民生費

01 社会福祉費

03 障がい者福祉費

障がい者支援課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1506000000

044636

086

00

0

00

障がい者自立支援特別対策事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

障がい者の自立と社会参加の推進

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

482002,5620

3,0443,04425,74622,702

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 2,5624 共済費 都道 02 02 01 064
7 賃金 障害者自立支援特別対策事業補助金
11 需用費
12 役務費
13 委託料
15 工事請負費
18 備品購入費
19 1,925負担金補助及び交付
20 1,119扶助費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

について実施の必要が生じたため。
①　事業の概要

①事務処理安定化支援事業

　地域生活の基盤を整備する事ができる。
　新体系事業への移行及び事業運営の安定化と質の向上を図ることにより、障がい者の
②事業効果
　障がい者福祉を推進する。
　事業への移行を促進し事業運営の安定化と障害福祉サービスの質の向上を図り、
　障害者自立支援法の施行後の不足する部分を本事業の実施によって補完する。新体系

国の定める障害者自立支援対策臨時特例交付金に基づく特別対策事業の新規メニュー
補正理由

　とにより、障がいのある人へのサービスの確保が図られる。
　場合に助成を行うものである。新体系事業への移行を促進し事業運営の安定化を図るこ
　　旧体系施設が新体系の事業に移行した際、旧体系の報酬水準を基準とした額を下回る
②移行時運営安定化事業
　確保し、もって障害福祉サービスの質の向上が図られる。
　処理を適正に実施し、直接サービスを提供する職員の利用者に対する安定した　支援を
　効果的に配置することによって、利用者負担の上限管理、請求事務、指定申請等の事務
　　障害者自立支援法施行に伴う事務処理に係る事務が定着するまでの間、事務職員を

鳥取県障害者自立支援対策臨時特例基金特別対策事業実施要綱

１　財源の内訳
　県支出金

　　　1,119,000×10/10＝1,119,000
　②移行時運営安定化事業

　①事務処理安定化支援事業
　　　1,925,000×3/4=1,443,000

会計 001 一般会計 03款 01項 03目 08600000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  16時45分  作成

03 民生費

01 社会福祉費

06 老人福祉費

長寿社会課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1504000000

038148

128

00

0

00

小規模多機能型居宅介護拠点整備事業
0

000105,0000

105,000105,000105,0000

補正後の額補正前の額

歳出予算事業概要書

県支出金

16 105,00019 105,000負担金補助及び交付 都道 02 02 01 075
介護基盤緊急整備等特別対策事業補

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

拠点の緊急整備が行われることになった。現状で不足しており、将来必要となる小規模多
機能型居宅介護拠点の緊急整備を行う。

新たに４事業所を整備することにより、地域における介護機能の強化と雇用の創出が図ら

　　１事業所当たり、２，６２５万円または補助対象経費の総額のいずれか低い方の額
事業費

ら、平成２１年度国の補正予算により、地域において将来必要となる介護施設、地域介護
　現下の経済・雇用情勢の中、介護機能強化と雇用の創出が緊急に求められていることか

れる。

介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金　補助率10/10

会計 001 一般会計 03款 01項 06目 12800000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  19時50分  作成

03 民生費

01 社会福祉費

06 老人福祉費

長寿社会課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1504000000

050196

153

00

0

00

小規模多機能型居宅介護事業所スプリンクラー整備事業
0

0002,5740

2,5742,5742,5740

補正後の額補正前の額

歳出予算事業概要書

県支出金

16 2,57419 2,574負担金補助及び交付 都道 02 02 01 075
介護基盤緊急整備等特別対策事業補

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　本年4月に改正された消防法施行令による設置義務はないが、利用者が安心してサービ
スの利用ができるよう、既存施設であってスプリンクラー未設置の事業所に対し整備を行

　市内のスプリンクラー未設置の小規模多機能型居宅介護事業所６か所のうち、希望のあ

　１事業所当たり、９千円/㎡×面積または補助対象経費の総額のいずれか低い方の額
事業費

うもの。

のスプリンクラー整備を図る。
　介護基盤緊急整備等臨時特例交付金を利用し、既存の小規模多機能型居宅介護事業所へ

った１か所についてスプリンクラー設備の整備を図る。

介護基盤緊急整備等特別対策事業補助金　補助率10/10

会計 001 一般会計 03款 01項 06目 15300000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月25日  09時08分  作成

03 民生費

01 社会福祉費

10 福祉保健総合センター費

健康対策課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1501000000

050284

005

00

0

00

福祉保健総合センター視覚障がい者音声誘導装置設置事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

障がい者の自立と社会参加の推進

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

0001300

1301301300

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 13013 130委託料 都道 02 02 01 064
障害者自立支援特別対策事業補助金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　装置５台を設置する。
事業の必要性

事業の計画

　の向上のため同装置を設置しておく必要性が高い。
　ふれあいの里は市民の福祉及び保健推進の拠点となる施設であり、視覚障がい者の福祉

　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）へ無償提供される視覚障がい者音声誘導
事業の概要

　視覚障がい者の福祉の向上が図られる。
事業の効果
　ーター部分計５か所へ視覚障がい者音声誘導装置を設置する。
　障害者自立支援特別対策補助金を活用して、ふれあいの里内の受付、トイレ及びエレベ

障害者自立支援特別対策事業補助金（視覚障害者等情報支援緊急基盤整備事業）
県支出金10/10

会計 001 一般会計 03款 01項 10目 00500000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  16時59分  作成

03 民生費

02 児童福祉費

02 母子福祉費

児童家庭課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1505000000

030945

009

00

0

00

高等技能訓練促進事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

安心して子育てができる環境づくり

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

1,149003,807△361

4,5954,59510,5635,968

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 △36120 4,595扶助費 国庫 02 02 03 001
高等技能訓練促進費補助金
16 3,807都道 02 02 02 029
安心子育て支援サービス体制緊急整

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

ことを目的とする。
　対象資格　看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士等

補正理由

　　　　　　市町村民税課税世帯・・・・・70,500円/月
　支給額　　市町村民税非課税世帯・・・・141,000円/月
　支給期間　修業期間の全期間

技能訓練促進費を支給することにより、生活の負担の軽減を図り、資格取得を容易にする
母子家庭の母の生活の安定に資する資格の取得のための養成機関での養成訓練中に、高等

　　　修業期間の終わりの３分の１→修業期間の全期間
　　支給期間の延長
　　　市町村民課税世帯　　 　51,500円/月→ 70,500円/月
　　　市町村民税非課税世帯　103,000円/月→141,000円/月
　　支給額の引き上げ
　平成21年6月5日　政令改正により、支給額の引き上げと支給期間の延長となったため。

母子家庭自立支援給付の事業の実施について（通知）　（Ｈ15.6.30）

財源内訳　補助率3/4
全事業費10,563千円のうち国庫補助対象5,487千円、県補助対象5,076千円
国庫補助金（5,487千円×3/4）－（5,968千円(当初)×3/4）＝△361千円
県補助金　　5,076千円×3/4＝3,807千円

会計 001 一般会計 03款 02項 02目 00900000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月25日  08時55分  作成

03 民生費

02 児童福祉費

03 児童措置費

児童家庭課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1505000000

010175

018

00

0

00

保育所措置事業（私立） 子育てを支援し、お年寄りが元気な

安心して子育てができる環境づくり

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

21,22227,059021,22042,441

111,942111,9422,085,9511,974,009

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

13 27,05912 役務費 分担 02 01 02 001
13 111,942委託料 保育所運営費負担金

15 42,44119 負担金補助及び交付 国庫 01 01 02 001
児童措置費負担金
16 21,220都道 01 02 02 001
児童措置費負担金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

扶助費的委託料

することで、児童福祉施設最低基準を維持し入所児童の心身の健やかな育成を確保する。
私立保育園23園の保育所運営に要する経費を、保育所運営費国庫負担金制度に基づき支弁

　支弁単価が高くなったため補正が必要となった。
　と及び定員が増加し分園設置した園があったことにより小規模保育所単価の適用となり
　入所児童の実績に合わせ定員が減少した園があったことにより支弁単価が高くなったこ

児童福祉法

保育所運営費負担金（保育料） 27,059千円
国庫負担金　84,883千円×1/2＝42,441千円
県負担金　　84,883千円×1/4＝21,220千円

会計 001 一般会計 03款 02項 03目 01800000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  17時29分  作成

04 衛生費

01 保健衛生費

02 健康増進事業費

健康対策課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1501000000

011705

020

00

0

00

がん検診事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

健康づくり・保健サービスの充実

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

7,7092,107000

9,8169,816292,117282,301

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 2,1074 共済費 諸収 04 03 03 106
7 賃金 健康診査費負担金（健康対策課）
8 報償費
9 旅費
11 需用費
12 役務費
13 9,816委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

補正の理由

がん検診受診者の増減に伴うもの

がん検診受診者が当初の見込を上回ったため。

減を図ることを目的に各種がん検診を実施する。
がんを早期に発見し、早期治療でその進行を遅らせ、また、撲滅し、ひいては医療費の削

平成２１年度６月補正「女性特有のがん検診推進事業」（国１０/１０）対象者は除く

　乳がん　　　　　3,461人（当初見込　3,500人）
　子宮がん頸部体部　151人（当初見込　　220人）
　子宮がん頸部　　5,993人（当初見込　　6,000人）
　胃がん(集団）　　 824人（当初見込　　 640人）
　胃がん(個別)　１2,529人（当初見込　11,700人）
平成２１年度がん検診受診者数見込

健康増進法

１財源の説明　　本人負担金
　胃がん検診(個別)　@3,300円×580人＋@1,100円×249人＝2,187,900円

　乳がん検診　@1,900円×△27人＋@600円×△12人＝△58,500円
　子宮がん頸部体部　@3,800円×△48人＋@1,200円×△21人＝△207,600円

　胃がん検診(集団)　@1,400円×127人＋@400円×57人＝200,600円
　子宮がん頸部　@2,200円×△5人＋@700円×△2人＝△12,400円

会計 001 一般会計 04款 01項 02目 02000000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月19日  19時33分  作成

04 衛生費

01 保健衛生費

03 予防費

健康対策課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

1501000000

012184

006

00

0

00

インフルエンザ予防接種事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

健康づくり・保健サービスの充実

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

4,8061,403000

6,2096,20986,17979,970

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 1,4034 共済費 諸収 04 03 03 122
7 賃金 インフルエンザ予防接種負担金
8 報償費
9 旅費
11 需用費
12 役務費
13 6,209委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

対象者（65歳以上の高齢者及び60歳以上65歳未満で心臓､腎臓､もしくは呼吸器の機能また

発病、重症化を防止し、併せてそのまん延の予防に資する事を目的とする｡
季節性インフルエンザの予防接種を実施することにより、インフルエンザによる高齢者の

　平成２１年度見込　23,774人（前年比3.9％増）
　平成２０年度実績　22,882人（前年比4％増）
　平成１９年度実績　21,906人（前年比7％増）
る者のうち、接種を希望する者）が当初見込を上回るため。
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有するものとして厚生労働省令で定め

予防接種法第３条

１財源内訳
　本人負担金
　＠1,000円×1,032人＝1,032,000円
　　＠500円× 742人＝ 371,000円

会計 001 一般会計 04款 01項 03目 00600000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月18日  10時54分  作成

07 商工費

01 商工費

02 商工業振興費

商工課

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

2503000000

003302

005

00

0

00

ふるさと融資事業 活力みなぎる米子

商業の活性化

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

0050,00000

50,00050,00050,0000

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

22 50,0009 旅費 地方 01 03 01 001
11 需用費 地域総合整備資金貸付事業
21 50,000貸付金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　長期融資を行う。
② 事業効果

平成２１年度における融資予定案件１件について、財団法人地域総合整備財団との事前協

　う上、民間金融機関が損失補償なしの連帯保証を行うため、債権の保全は担保できる。
　　また、金融業務に精通した(財)地域総合整備財団が融資に係る総合的な調査検討を行
　とができる。
　25％を負担することで、本市の政策に沿った施設の整備と新規雇用の創出を支援するこ
　　原資である地方債の利子の75％は交付税措置で補填されるため、市は地方債の利子の

　　民間事業者による地域振興に資する設備投資に対して、地方債を原資とした無利子の
① 事業全体概要

　・延床面積　1812.43㎡
　・事業費　　６億５千万円
　・事業地　　米子市両三柳
　　　　　　　を建設。
　　　　　　　機能を有し、最新のサービスを提供するためのアウトソーシングセンター
　　　　　　　ター機能と大きなデータ収容能力を有するインターネットデータセンター
　・事業概要　コンピューターや情報通信に関連して、ソフトウェア開発を行う開発セン

数の雇用増を見込んでいる。
事業者と米子市と鳥取県の間で支援協定を結んでいる。開業時に５名、中長期的にも相当
このたびのアウトソーシングセンター建設事業は、雇用増の効果が大きいことから、民間
議の中で、貸付実行日と金額がほぼ確定したため、今回補正予算要求するもの。

　全額、地域総合整備資金貸付事業債で調達し、その償還に係る利子の75％は交付税措置
で補填される。
　・アウトソーシングセンター建設事業（民間事業者）　50,000,000円

会計 001 一般会計 07款 01項 02目 00500000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月17日  15時42分  作成

08 土木費

02 道路橋りょう費

05 市町村道整備事業費

土木課

作　成　者：財政課　７（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

3002000000

047690

020

00

0

00

市道上福原東福原線改良事業（皆生温泉環状線改良事業・３工区） 活力みなぎる米子

総合的な交通体系の整備

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

0063,000077,000

140,000140,000190,00050,000

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 77,0002 700給料 国庫 02 04 03 010
9 611旅費 地域活力基盤創造交付金

22 63,00011 1,279需用費 地方 01 04 01 003
12 3,210役務費 市町村道整備事業
13 10,000委託料
14 使用料及び賃借料
15 16,200工事請負費
17 28,000公有財産購入費
22 80,000補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　　又同県道との交差点改良が鳥取県において施工された。同交差点から新開川の間１２
　　０ｍは、交通量が多く車輌のすれ違いが容易に出来ない狭隘区間であり、引続きこの

（１）全体事業計画

　　　地域生活環境の向上と、通勤、通学の安全が図られる。
（２）事業効果
　　区間を整備し、地域生活環境の向上と交通弱者及び通勤通学等の安全に寄与する。

　　　都市計画道路皆生温泉環状線は、平成１９年度に県道皆生西原線より東側が完成し
（１）事業概要

　　　　　　合　計　　　　１４０，０００　千円
　　　　　事 務 費　　Ｃ＝　　５，８００　千円
　　　　　本工事費　　Ｃ＝　１６，２００　千円
　　　　　補 償 費　　Ｃ＝　８０，０００　千円
　　　　　用 地 費　　Ｃ＝　２８，０００　千円
　　　　　測量設計　　Ｃ＝　１０，０００　千円
　　　施工延長　　Ｌ＝５０ｍ
（２）事業概要

　　　全体事業費　Ｃ＝４６８，０００　千円
　　　施工年度　　Ｈ２１～２５
　　　計画延長　　Ｌ＝１２０ｍ　Ｗ＝６.０（１６.０）ｍ

（１）財源の説明
　　交付金　対象事業費の５５％の１００％

　　　評価結果：Ｈ２０年度（実施）、Ｈ２１年度（評価中）
（２）事務事業評価の反映状況

　　　　　　190,000,000円×45％×100％＝ 85,500,000円

　　　　　　190,000,000円×55％×100％＝104,500,000円
　　地方債　対象事業費の４５％を合併特例債を充当。

　　　近年、交通量が増加した狭隘な道路であるため、通勤、通学の安全を確保する上で
　　　緊急性が認められる。

会計 001 一般会計 08款 02項 05目 02000000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月17日  15時43分  作成

08 土木費

02 道路橋りょう費

06 基地周辺整備事業費

土木課

作　成　者：財政課　７（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

3002000000

009069

008

00

0

00

外浜街道線改良事業 活力みなぎる米子

総合的な交通体系の整備

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

00003,000

3,0003,00046,70043,700

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 3,0002 給料 国庫 02 04 03 005
9 旅費 特定防衛施設周辺整備調整交付金
11 需用費
12 役務費
14 使用料及び賃借料
15 3,000工事請負費
22 補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

ているが、現況路面の損傷が著しい状況である。
　このことから、本路線を改良することにより、航空機事故等の発生に対処しうる救急・

・事業計画

　また、路肩構造物及び舗装面の破損等を補修し、車輌及び人の安全確保が図られる。
緊急道路の確保と民生の安定を図る。

　当該道路は、本市と境港市を結ぶ重要な市道であり、通学及び生活道路として利用され

　　　　合　　　計　　　　　　４６，７００千円（１２月補正分　３，０００千円）
　　　　事務費　　　　　　　　　Ｃ＝　２，２００千円
　　　　工事雑費　　　　　　　　Ｃ＝　１，０００千円
　　　　土地借料（仮設道路用地）Ｃ＝　　　３００千円
　　　　補償費（水道・架空線等）Ｃ＝　３，０００千円
　　　　本工事費　　　　　　Ｃ＝４０，２００千円（１２月補正分　３，０００千円）
　　　施工延長　　Ｌ＝４００ｍ（１２月補正分　Ｌ＝５０ｍ）
　（２）本年度事業内容　（二次配分後）

　　　全体事業費　Ｃ＝４５４，３１７千円
　　　施工年度　　Ｈ．１２～Ｈ．２３
　　　計画延長　　Ｌ＝３，５６０．４ｍ
　（１）全体事業計画

（１）財源の説明
　国庫補助金　　特定防衛施設周辺整備調整交付金　補助率100%

　当初の計画どおり平成２３年度に道路整備を完了させたい。
　現状維持

　　　　　　　　46,700,000円×100%＝46,700,000円
（２）事務事業評価の反映状況

会計 001 一般会計 08款 02項 06目 00800000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月17日  15時15分  作成

08 土木費

04 都市計画費

01 都市計画総務費

土木課

作　成　者：財政課　７（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

3002000000

041775

045

00

0

00

県営街路事業負担金 活力みなぎる米子

総合的な交通体系の整備

交流と連携を育むまちづくり

『よなご』がいきいき

0

1760108,90003,015

112,091112,091112,0910

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 3,01519 112,091負担金補助及び交付 国庫 02 01 01 009
地域活性化・公共投資臨時交付金
22 108,900地方 01 04 03 001
街路事業（県営事業負担金）

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

②必要性
　市内各路線の整備、改良が行われることにより、市内の道路交通の安全性、利便性が向

　市内各事業路線にかかる負担金を支払うことで、県施行事業が円滑に推進し、結果とし

上する。そのために負担金を支払い、円滑な事業の推進を図る。

　県施行の街路事業に対し、本市負担部分の支払いを行うもの。
①概要

議決)｣による。
※負担率は、｢土木その他の建設事業の施行に伴う市町村負担金(昭和34年3月20日県議会

　合　計　　　1,673,000　　　　　　　 112,091　  108,900　　  3,015　  　176
車尾大谷町線　　293,000　　67/1,000　  19,631　　 19,600　　　　　　　　　31
米子駅陰田線　1,193,000　　67/1,000　  79,931　　 79,900　　　　　　　　　31
（地方道路交付金）
米子駅陰田線　　187,000　　67/1,000　　12,529　　　9,400　　　3,015　　　114
（補助事業）一部に国の一次補正分を含む。
　　　　　　　県事業費　　　負担率　　負担額　　　地方債　　補助金　　一般財源
本年度計画路線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)
て市内道路の安全性、利便性が向上する。

地方財政法27条

地方債…充当率100％（各路線ごと10万円未満切捨て）
地域活性化・公共投資臨時交付金…米子駅陰田線　　補助対象事業費は187,000千円

　　　　　一般財源　　　　　 3,350千円－3,015千円－300千円＝35千円
　　　　　地方債充当率100％　3,350千円－3,015千円＝300千円

　補助対象事業費は187,000千円のうち50,000千円、うち米子市負担金額は3,350千円。
　【内訳】補助金充当率 90％　3,350千円×90％＝3,015千円

会計 001 一般会計 08款 04項 01目 04500000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月16日  21時42分  作成

10 教育費

02 小学校費

01 学校管理費

教育総務課

作　成　者：財政課８（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

5501000000

004316

007

00

0

00

小学校施設維持管理費 ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

3,4000000

3,4004,80244,69141,291

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

12 役務費
13 委託料
15 3,400工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　同時に、突発的で緊急性の高い修繕も行っている。
　　今後、新入学児童の特別支援対策として、対象の小学校についてはそれぞれ対応する

（１）事業計画

　　
　　
　設備等を必ず整備する必要がある。

　　学校施設の維持管理は、予算の枠の中で計画的な整備・修繕を行っているが、それと
（１）事業の概要

　　障がいのある児童の小学校生活での負担を軽減することができる。
（２）事業効果
　った場合に、対象の小学校の整備工事を行う。
　　就学指導委員会による助言を受けて、障がいのある児童が小学校へ進学することとな

学校教育法

　一般財源

会計 001 一般会計 10款 02項 01目 00700000事業 1頁



0

1 頁平成21年11月16日  21時38分  作成

10 教育費

05 社会教育費

08 児童文化センター費

生涯学習課

作　成　者：財政課８（簡略番号 ）

平成21年度 001 一般会計

１１号補正

5503000000

050219

005

00

0

00

米子市児童文化センター省エネ改修事業 ゆとりある心豊かな米子

青少年の健全育成

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

0001,3640

1,3641,3641,3640

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 1,36413 1,364委託料 都道 02 06 02 021
地域グリーンニューディール基金事

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　いて、各施設に環境にやさしい設備等（個別空調化や省エネ照明の導入）を設置し、省
　エネ改修を行う。（２ヵ年計画）

①事業効果

（２）省エネ照明設備の導入
（１）省エネ冷暖房設備の導入
②事業概要

　　米子市の公共施設として不特定多数の市民の来館がある米子市児童文化センターにお
①事業目的

　　施設の省エネ改修工事に向けて、工事実施設計を行う。
②事業計画
　止に向けた取組の重要性を啓発する事業の実施が期待できる。
　プラネタリウムなど）を実施しており、温室効果ガスの排出削減の取組や地球温暖化防
　　米子市児童文化センターは宇宙や自然科学への関心を高めるための事業（自然体験、

　地域グリーンニューディール基金事業費補助金（補助率１０／１０）

会計 001 一般会計 10款 05項 08目 00500000事業 1頁
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